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私 B- 喜q,; W,･2.A2eXe"Aj'bj･b;', (13'
が残っており､uj<2△eJJなるボソンによる非断熱効果の源となる.1>S>0の場合には
荒く(菰)ト∫F空α･-÷ニーSln7rS





































つ系 (量子 トンネル系)におけるトンネルコヒー レンスの物理を支配する｡二重井戸系における
動的補償もこの報告に含める｡本報告は自己完結的に書いたっもりである｡
























































































































































































































































トンネリング解 局 在 解
-α<αC 安 定 準安 定
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晦 日 )- 1+Å 21.8 dxl/.Jldx2eXpト WT(31-3 2 )





D (31,32;i-,i,- V (rl,C2 ;(fB (W,I,a ) ,( 【1+fB(uj,.･毒 ))7 (60,
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o(XJか COShxA.･LSd31Gl(3731,0)意 expト IーVT'xl)+V(3170;eJ･e-'
･ls dXlr dx2G l(37Il･x2)は 孟 exp L wT(31- x 2)






































































































+Uk･<2kLHs_Bf2n+ 1 > ･Unや2n+1











































































































































? ? ? ? ?? ? ? … ??




























0 1.0 2.0 3･00
第4図 β=3/2および2での トンネリン
グ基底状態エネルギーとその随伴励起状態
エネルギー｡S=1の場合も同時に示した.
uc/2△=104は白色極限とみなせる｡
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Uc
之△
第5図 S=1の場合の基底状態相区buc/2
△は白色領域に取った｡α<α｡では トンネ
リング基底状態､α>αCでは局在基底状態
となる. トンネリング状態はαC<α<α爪
で準安定となり､α>α爪では存在 しない｡
局在状態はα < α｡で準安定｡白色極限で
αC=α,.≡1/2.
第6図 トンネリング間隙の有効値△ejj(T)
/△の温度依存性｡S=1,uc/2△≡103｡ 温
度依存性は弱い｡相互作用効果は基底状態
において尽くされていることを示す｡
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